
（新）

哲　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　学 哲学とは　ソクラテスの対話 1 30
教 育 学 教育とは何か、学校とは何か 1 30
細 胞 生 物 学 細胞、遺伝情報の発現、バイオテクノロジーと医療 1 30
行 動 科 学 行動の測定（知的行動、性格、学習）健康行動 1 15
心 理 学 知能、性格、学習とはなにか 1 30
情 報 科 学 情報機器基本操作、遠隔地コミュニケ-ション 1 30
人 間 関 係 論 （ 家 族 論 含 む ） 対人関係、カウンセリング、家族の人間関係 2 45
英 語 Ⅰ リスニング・スピーキングの基礎 1 30
英 語 Ⅱ 日常生活で使用される表現 1 30
英 語 Ⅲ 臨床現場で使われる医療英語、会話や英語表現 1 30
異 文 化 論 ・ グ ロ ー バ ル ヘ ル ス グローバルヘルスの現状と課題、異文化的背景の理解 1 30
保 健 体 育 運動を通してのコミュニケーション 1 30
人 権 と 赤 十 字 人権擁護の理解 1 30
赤 十 字 活 動 論 ボランティア活動 1 15

基 礎 分 野 小 計 15 15 405
解 剖 生 理 学 Ⅰ 人体の構成と要素・恒常性維持（体液・体温） 1 30
解 剖 生 理 学 Ⅱ 恒常性維持（神経・感覚器他） 1 30
解 剖 生 理 学 Ⅲ 消化・呼吸・排泄・生殖 1 30
形 態 機 能 学 日常生活行動を成り立たせる体の仕組みの理解 1 15
生 化 学 生体を構成する物質、生体内の物質代謝 1 30
栄 養 学 栄養学と看護、臨床栄養 1 15
微 生 物 学 感染とその予防、主な病原微生物 1 30
臨 床 薬 理 学 主な疾患に用いられる薬剤、安全な取り扱い 1 30
病 理 学 細胞とその変化、修復と再生 1 15
疾 病 論 Ⅰ 呼吸器、循環器 1 30
疾 病 論 Ⅱ 消化器、　血液・造血器、腎臓 1 30
疾 病 論 Ⅲ 脳神経、　内分泌・代謝、アレルギー・膠原病・感染 1 30
疾 病 論 Ⅳ 運動器、眼、皮膚、耳鼻咽喉、泌尿器、女性生殖 1 30
総 合 治 療 論 Ⅰ 外科治療・麻酔治療 1 30
総 合 治 療 論 Ⅱ 放射線治療・臨床検査・リハビリテーション 1 30
災 害 医 療 論 Ⅰ 災害と法律、各種災害訓練への参加 1 15
公 衆 衛 生 学 環境と健康、感染症と予防対策、母子保健など 1 30
社 会 福 祉 学 社会保障制度と社会福祉、公的扶助 1 30
社 会 保 障 制 度 概念、医療制度、介護保険、障害者の福祉 1 15
医 療 概 論 医学・医療の歩み、現代医学の諸問題 1 15
災 害 医 療 論 Ⅱ 災害時医療、健康被害、赤十字救急法 1 30
関 係 法 規 衛生法 1 15

専 門 基 礎 分 野 小 計 22 22 555
看 護 学 概 論 看護への導入、看護の歴史 1 30
基 礎 看 護 技 術 Ⅰ － A コミュニケーション、記録・報告、感染予防、予薬 1 30
基 礎 看 護 技 術 Ⅰ － Ｂ バイタルサイン、フィジカルアセスメント、環境 1 30
基 礎 看 護 技 術 Ⅱ － A 活動、運動、身体の清潔 1 30
基 礎 看 護 技 術 Ⅱ － Ｂ 排泄、　休息・睡眠、呼吸、安楽 1 30
基 礎 看 護 技 術 Ⅲ 診療に伴う援助技術 1 30
基 礎 看 護 技 術 Ⅳ ベッドメーキング、清拭、導尿など技術演習・技術試験 1 15
基 礎 看 護 技 術 Ⅴ -A 看護場面のシミュレーション(臨床判断能力育成) 1 15
基 礎 看 護 技 術 Ⅴ -B 看護過程演習 1 30
臨 床 看 護 総 論 経過別、主要症状、治療処置 1 30
看 護 研 究 目的と方法、ケーススタディ作成・発表 1 30
地 域 ・ 在 宅 看 護 概 論 在宅看護の概念、地域包括ケアシステム、多職種連携 1 15
地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅰ 地域療養を支える制度、社会資源の活用 1 15
地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅱ 訪問看護シミュレーション、対象者を支援するための看護 2 45
地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅲ 療養生活を支える看護技術 1 15
地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅳ 赤十字健康生活支援講習支援員養成講習 1 15
成 人 看 護 概 論 成人期の成長発達の特徴 1 30
成 人 看 護 援 助 論 Ⅰ 健康生活の理解と健康生活を促すための看護技術 1 30
成 人 看 護 援 助 論 Ⅱ - Ａ 呼吸器、循環器循環器 1 30
成 人 看 護 援 助 論 Ⅱ - Ｂ 消化器、　血液・造血器、腎臓 1 30
成 人 看 護 援 助 論 Ⅱ - Ｃ 脳神経、　内分泌・代謝、アレルギー・膠原病・感染 1 30
成 人 看 護 援 助 論 Ⅱ - Ｄ 皮膚、女性生殖、泌尿器 1 30
老 年 看 護 概 論 老年期の対象の特徴 1 15
老 年 看 護 援 助 論 Ⅰ 高齢者の生活理解と加齢による生活の変化 1 30
老 年 看 護 援 助 論 Ⅱ 高齢者看護の基本技術と健康障害の特徴 1 30
老 年 看 護 援 助 論 Ⅲ 老年期の健康障害をもつ対象の理解と看護実践の方法 1 30
小 児 看 護 概 論 こどもを取り巻く社会、小児の成長発達の特徴 1 15
小 児 看 護 援 助 論 Ⅰ 看護技術と経過別・症状別看護 1 30
小 児 看 護 援 助 論 Ⅱ 疾病の診断、治療 1 30
小 児 看 護 援 助 論 Ⅲ 基本的知識と援助方法 1 30
母 性 看 護 概 論 ライフサイクルにおける母性の概念 1 15
母 性 看 護 援 助 論 Ⅰ 妊娠・分娩・産褥期の身体的特徴の理解と疾病の診断、治療 1 30
母 性 看 護 援 助 論 Ⅱ 妊娠・分娩期の看護 1 30
母 性 看 護 援 助 論 Ⅲ 産褥期・新生児期の看護 1 30
精 神 看 護 概 論 ライフサイクルにおけるこころの成長発達と健康 1 15
精 神 看 護 援 助 論 Ⅰ 精神保健の理解と福祉活動・福祉制度 1 30
精 神 看 護 援 助 論 Ⅱ 疾患の診断・治療 1 15
精 神 看 護 援 助 論 Ⅲ 精神に障害をもつ人の理解と援助方法 1 30
災 害 看 護 学 災害看護基礎知識、災害想定訓練、災害時の国際協力 1 30
看 護 マ ネ ジ メ ン ト リーダーシップとマネジメント、キャリア形成 1 15
医 療 安 全 基礎知識、安全における看護の専門性の理解 1 30
看 護 技 術 統 合 演 習 複数患者の行動計画立案、机上シミュレーション 1 30

43 43 1095
基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ 看護の対象の理解 1 45
基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ 基本的なニードを充足させるために必要な日常生活援助 2 90
地 域 ・ 在 宅 看 護 論 実 習 Ⅰ 地域の保健医療福祉サービスと看護の役割 2 90
地 域 ・ 在 宅 看 護 論 実 習 Ⅱ 病院と地域をつなぐ看護の役割 2 90
成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ 急激な健康破綻、慢性・長期的疾患を有する対象の看護 2 90
成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ 人生最期の時を支える看護 2 90
老 年 看 護 学 実 習 Ⅰ 高齢者のコミュニケーションと社会資源の活用 1 45
老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ 老年期で健康に障害をもつ人の看護 2 90

小 児 看 護 学 2 小 児 看 護 学 実 習 対象に応じた看護 2 90
母 性 看 護 学 2 母 性 看 護 学 実 習 対象に応じた看護 2 90
精 神 看 護 学 2 精 神 看 護 学 実 習 対象に応じた看護 2 90

看 護 統 合 実 習 Ⅰ チームメンバー・チームリーダーの役割 1 45
看 護 統 合 実 習 Ⅱ 看護マネジメント、複数患者の優先順位、夜間実習 2 90

23 23 1035
専 門 分 野 小 計 66 66 2130

103単位 103単位 3090時間

母 性 看 護 学

精 神 看 護 学

4

4

基 礎 看 護 学

成 人 看 護 学

小 児 看 護 学

教　育　内　容

地 域 ・ 在 宅 看 護 論

別表第１　【教育課程】
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人体の構造と機能
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野

4

疾病の成り立ちと回復の促進

専門分野(実習)小計

科学的思考の基盤

時　間　数

老 年 看 護 学

単位数
（時間数）

11

6

単　位　数

健 康 支 援 と 社 会 保 障 制 度

4

人間と生活、社会の理解

授　業　科　目

16

内　容

6

総計

老 年 看 護 学

6

地 域 ・ 在 宅 看 護 論 4

臨
地
実
習

看 護 の 統 合 と 実 践

成 人 看 護 学

基 礎 看 護 学 3

専門分野(講義)小計

看 護 の 統 合 と 実 践 4

3

4

3


